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 ９月１日（日）に、アルヴェ１階のきらめき広場で「秋田市国際フェスタ」を開催しました。当日は

友好・姉妹都市や秋田市に住む外国人によるブース出展、ステージイベント、飲食ブースの出店

が行われました。会場には過去最多の１，８００人が来場し、大盛り上がりの中、幕を閉じました。 

秋田市国際フェスタ２０２４を開催しました！ 

 

       

 

●普段知る機会の少ない国のことを知る 

 きっかけとなり、楽しかったです。 

●モンゴルのブースで、自分の名前をモンゴル語で 

 書いてくれたのが嬉しかったです。 

●様々な国の文化に触れることができて 

 楽しかったです。 

●子どもと一緒に来たのですが、小さい頃から 

 たくさんの文化にふれるのは大切だと思いました。 

●少しではあるが、友好姉妹都市のことを知ることが 

 できてよかった。 
来年もお楽しみに♬ 

             

 

●ただ英語を学ぶだけでなく、それぞれの国や 

 文化なども学ぶことができ、貴重な体験と 

 なりました。 

●様々な国の人たちと関わることで多様な文化や 

 言語に触れることができて楽しかったです。 

 もっと自分の英語力を高めようと思いました。 

●言語が通じなくとも、表情やジェスチャーで 

 伝わる場面があったため、言葉以外の表現の 

 大切さを実感できました。 

●秋田に住んでいる外国人とこんなに近い距離で 

 話す機会はないので、とても良い時間を過ごせ 

 ました。              

学生ボランティアの声 来場者の声 

 

友好都市の蘭州市ブースを盛り上げた   

蘭州市研修員と学生ボランティア 

ステージのトリを飾ったアフリカンダンス。

最後は観客も輪になって踊り、      

盛り上がりは最高潮に！ 

学生ボランティアも各国ブースで 

交流補助・通訳として大活躍！ 

トンガ民族舞踊を披露する      

フレンドリーアイランドダンサーズ 

研修員に  

ついて詳しくは

ウラ面へ！ 

在住外国人住民によるトークショー 

「秋田に来たらこうだった!!!」 



お問い合わせ：秋田市企画財政部企画調整課 国際・都市間交流担当 

       TEL：018-888-5464 / FAX：018-888-5488 

 ９月２日（月）から10月23日（水）まで中国・蘭州市の研修員４名（医師２名、教員２名）が秋田市内

の病院と学校で研修を行っていました。 

 １０月２4日（木）の修了式では研修成果の報告が行われ、市長から修了証が手渡されました。 

～「まるかる」への思い～ 

“Multiculture”のマルとカルに、秋田市に住む外国人も秋田市民の一員として、互いに手を取り、繋がって

「まる（丸）」を作ることで、お互いが理解し合い、心が「かる（軽）」くなる様子を、タイトルの丸みを帯びた

フォントで表現しています。 

次号の発行は令和７年３月３１日です！よいお年をお迎えください♬ 

 姉妹都市提携40周年を記念して秋田市で８月

に開催した写真展「Flow/Glow」が、この度パッサ

ウ市でも開催されました（10月27日～12月15日）。 

 展示された写

真は、両市在住の

写真家２名（草彅

裕氏、クラウス・

ディッテ氏）が昨

年互いの市に２週

間滞在して制作

したものです。 

友好都市・蘭州市の研修員４名、２か月間の研修を終えました 

ドイツ・パッサウ市で写真展「Flow/Glow」が開催されました 

               

■中学英語教員 

 趙 紅娟
ザウ ホンジェン

さん(左) 

■高校英語教員 

 高 薇
ガウ ウェイ

さん（左から２番目） 

研修先： 

（9/2～9/27） 

御所野学院中学校・高等学校 

(10/1～10/23） 

秋田公立美術大学附属 

高等学院 

教員 
 

■麻酔科医師 

 李 娟娟
リ ジェンジェン

さん（右から２番目） 

■外科医師 

 李 鋭
リ  ル イ

さん（右） 

研修先： 

市立秋田総合病院 

医師 

    ８月２９日に市長を表敬訪問した研修員４名 

趙 紅娟
ザウ ホンジェン

さん          高 薇
ガウ ウェイ

さん 

（御所野学院中学校での授業の様子） 

李 鋭
リ  ル イ

さん            李 娟娟
リ ジェンジェン

さん 

（市立秋田総合病院での研修の様子） 

バックナンバーはこちら▶ 

クラウス・ディッテ氏(写真左) 

草彅裕氏(写真右) 

＠パッサウ市の写真展会場 

研修を通じて多くのことを学び、先生方に感謝

申し上げます。ここで得た知識と経験を蘭州で

生かし、日中両国の医学の交流に新たな道を

切り開いていけるよう努めたいです。 

先生方が生徒一人ひとりを尊重して

いる点が印象的でした。帰国後は日本

の「生徒を中心とした教育理念」を 

取り入れ、生徒の学習意欲や自主性を

引き出すことに力を入れたいです。 


